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令和３年度　収支予算書
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３
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会

（１）

理事会の様子

予算額

931,000,000

232,602,000

9,000,000

1,000

500,000

60,000

72,000

100,050,000

1,000

5,000

1,273,291,000

40,000,000

40,000,000

1,313,291,000

前年度予算額

928,000,000

229,517,000

9,000,000

1,000

1,000,000

60,000

72,000

99,361,000

1,000

5,000

1,267,017,000

40,000,000

40,000,000

1,307,017,000

増　減

3,000,000

3,085,000

0

0

▲ 500,000

0

0

689,000

0

0

6,274,000

0

0

6,274,000

収入の部

科　　目

受 託 事 業 収 益

葬祭場管理運営費事業収益

労働者派遣事業等受託収益

無料職業紹介事業受託収益

受取会員登録手数料

基 本 財 産 運 用 益

特 定 資 産 運 用 益

受 取 補 助 金 等

受 取 寄 付 金

雑 収 益

経 常 収 益 計

借 入 金 収 入

財 務 活 動 収 入 計

収 入 の 部 合 計

予算額

1,239,582,000

38,709,000

1,278,291,000

40,000,000

40,000,000

1,318,291,000

▲ 5,000,000

5,000,000

0

0

0

前年度予算額

1,230,552,000

41,465,000

1,272,017,000

40,000,000

40,000,000

1,312,017,000

▲ 5,000,000

5,000,000

0

0

0

（単位：円）

増　減

9,030,000

▲ 2,756,000

6,274,000

0

0

6,274,000

0

0

0

0

0

支出の部

科　　目

事 業 費

管 理 費

経 常 費 用 計

借 入 金 返 済 支 出

財 務 活 動 支 出 計

支 出 の 部 合 計

収 支 差 額

シルバー事業運営資金取崩収入

当 期 収 支 差 額

前 期 繰 越 収 支 差 額

次 期 収 支 差 額

Ｒ
で
き
る
よ
う
な
普
及
啓
発
活
動
が
で
き
な
い
中
、

川
崎
市
広
報
掲
示
板
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス
へ
の
掲
載
や
、
市
と
連
携
し
て
、
セ
ン
タ

ー
を
題
材
に
し
た
漫
画
を
地
域
包
括
ケ
ア
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
へ
掲
載
す
る
な
ど
、
実
行
可
能
な
取
り
組
み

を
検
討
し
、
実
施
し
ま
し
た
。

　
現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
収
束
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
普
及
啓
発
活
動
な
ど
今
ま
で
と
は
異

な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る

こ
と
を
実
感
し
て
お
り
、
新
た
な
普
及
啓
発
の
方
法

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
３
年
度
は
「
第
３
期
基
本
計
画
」
の
２
年
目

を
迎
え
る
年
と
な
り
ま
す
の
で
、
着
実
な
計
画
の
遂

行
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
を
と
り
ま
く
社
会
情
勢
や

経
済
状
況
等
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
状
況
に
合
わ

せ
て
、
柔
軟
に
対
応
し
た
事
業
展
開
を
図
る
な
ど
適

切
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
及
び
「
か
わ
さ

き
北
部
斎
苑
」
の
葬
祭
場
管
理
運
営
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
５

年
間
、
第
４
期
指
定
管
理
者
に
指
定
さ
れ
管
理
運
営

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
も
葬
祭
場
利
用
者
に
対
し
て
、
職
員

一
同
が
親
切
・
丁
寧
な
応
接
を
実
践
し
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
３
年
度
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
方
針

に
よ
り
、
会
員
と
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的

に
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
方
針

　
公
益
目
的
事
業
―
一

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
）

　
１
　
会
員
の
増
強
と
育
成

　
２
　
就
業
機
会
の
拡
大
・
受
注
開
拓

　
３
　
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底

　
４
　
事
業
推
進
体
制
の
強
化

　
５
　
第
３
期
基
本
計
画
の
推
進
及
び
事
業
計
画
目

標
値
の
的
確
な
進
行
管
理

　
３
月
25
日（
木
）に
第
３
回
定
時
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
３
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①「
令
和
２
年
度 

補
正
予
算
に
つ
い
て
」

②「
令
和
３
年
度 

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の

承
認
に
つ
い
て
」

③「
令
和
３
年
度 

川
崎
信
用
金
庫
短
期
借
入
金

契
約
に
つ
い
て
」

　
令
和
３
年
度 

事
業
計
画

　
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

猛
威
を
振
る
い
、
国
内
外
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
就
業
状
況
に
つ
い
て
は
、
緊
急
事
態
宣
言

の
発
出
に
よ
り
、
外
出
自
粛
と
な
っ
た
こ
と
で
、
一

定
の
期
間
、
作
業
を
中
止
し
た
就
業
も
あ
り
、
実
績

が
減
少
す
る
中
、
簡
易
的
な
消
毒
を
含
む
清
掃
作
業

等
の
新
規
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
者
派

遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
の
ス
ー
パ
ー
に
お
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
常
に
お
客
様
と
対
面
し
、
接

客
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
感
染
の
不
安
を

感
じ
、
辞
め
る
方
が
出
た
こ
と
等
に
よ
り
、
人
手
不

足
と
な
っ
た
こ
と
や
外
出
自
粛
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
ス

ー
パ
ー
の
需
要

が
増
え
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
就

業
依
頼
が
一
時
、

増
加
し
ま
し
た
。

　
普
及
啓
発
活

動
に
つ
い
て
は
、

例
年
、
行
っ
て

い
た
区
民
祭
や

街
頭
Ｐ
Ｒ
、
地

域
班
の
配
布
活

動
な
ど
を
中
止

し
た
た
め
、
多

く
の
市
民
の
方

に
直
接
的
に
Ｐ

　
公
益
目
的
事
業
―
二
（
葬
祭
場
運
営
事
業
）

　
１
　
公
衆
衛
生
の
向
上
と
公
共
葬
祭
場
と
し
て
の

公
平
性
の
確
保

　
２
　
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
３
　
適
正
な
業
務
の
遂
行
と
効
率
的
な
事
業
運
営

　
４
　
か
わ
さ
き
北
部
斎
苑
及
び
か
わ
さ
き
南
部
斎

苑
の
改
修
工
事
中
に
お
け
る
安
全
管
理
運

営

就業中の山根会員

竹尾先生と山根会員

学
習
塾
の
生
徒
さ
ん
の

自
転
車
整
理
業
務
で
活
躍
す
る

会
員
さ
ん
の
紹
介

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　
東
急
田
園
都
市
線
の
高
津
駅
か
ら
10
分
ほ
ど
歩
い
た

所
に
今
回
取
材
を
し
た
「
公
文
式
溝
ノ
口
北
口
教
室
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
教
室
を
利
用
す
る
生
徒
さ
ん
た
ち

の
自
転
車
を
整
理
す
る
業
務
に
、
従
事
さ
れ
て
い
る
山

根
会
員
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
山
根
会
員
の
お
話

　
昨
年
の
６
月
か
ら
、
週
２
日
（
火
曜
日
・
金
曜
日
）

の
午
後
４
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
こ
の
お
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
日
に
大
体
延
べ
60
台
か
ら
70
台
の
自

転
車
の
整
理
を
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク
時
に
は
送
迎
の

親
御
さ
ん
の
自
転
車
な
ど
を
含
め
る
と
20
台
位
に
な
り

ま
す
。
こ
の
場
所
は
、
駐
輪
場
が
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い

こ
と
と
、
教
室
前
の
道
路
は
車
１
台
が
よ
う
や
く
通
れ

る
ほ
ど
の
狭
さ
な
の
で
、
生
徒
さ
ん
の
自
転
車
が
道
路

に
は
み
出
し
て
、
通
行
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を

使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
な
る
べ
く
自
転
車
が
出
し
や

す
い
よ
う
に
自
転
車
を
３
列
に
並
べ
て
置
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
生
徒
さ
ん
と
は
、「
こ
ん
に
ち
は
、
さ
よ
う
な
ら
、

気
を
付
け
て
帰
り
な
さ
い
」
な
ど
と
簡
単
な
挨
拶
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
家
族
や
知
り
合
い
以
外
で
こ

の
よ
う
に
多
く
の
生
徒
さ
ん
と
挨
拶
が
で
き
る
こ
と
に
、

幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
子
ど
も
か
ら

元
気
を
も
ら
え
る
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
、
体
調
が
す

ぐ
れ
ず
辛
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
さ
ん
と
の
触
れ

合
い
を
励
み
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

〇
山
根
会
員
の
経
歴
や
趣
味

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
11
年
前
に
登
録
し

ま
し
た
。
今
ま
で
に
溝
の
口
の
マ
ル
イ
で
早
朝
の
荷
受

業
務
、
溝
の
口
駅
の
駐
輪
場
の
自
転
車
の
整
理
・
管

理
業
務
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。
趣
味
は
、
ゴ
ル
フ
で
す

が
最
近
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

他
、
健
康
の
た
め
１
日
六
千
歩
歩
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
セ
ン
タ
ー
の
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す

が
、
や
は
り

仕
事
が
あ
る

と
い
う
こ
と

は
生
活
に
張

り
が
あ
り
、

仕
事
で
す
か

ら
責
任
を
持

ち
、
穴
を
あ

け
な
い
よ
う
、

健
康
管
理
に

気
を
使
っ
て

い
ま
す
と
の

こ
と
。

○
北
口
教
室
の
竹
尾
先
生
の
お
話

　
山
根
さ
ん
に
は
教
室
の
前
の
駐
輪
場
の
整
理
を
し
て

も
ら
っ
て
い

ま
す
。
前
の

道
路
は
狭
く

て
、
自
転
車

が
道
路
に
は

み
出
す
と
通

行
の
邪
魔
に

な
り
、
近
隣

か
ら
苦
情
が

来
る
と
そ
の

対
応
を
し
な

け
れ
ば
な
ら

ず
、
苦
慮
し

て
い
ま
し
た
。

山
根
さ
ん
は

そ
の
点
を
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
苦
情
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
を
開
始
さ
れ
た
時
と

お
帰
り
に
な
る
時
に
は
必
ず
ご
挨
拶
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
の
で
、
大
変
礼
儀
正
し
い
方
と
思
い
ま
し
た
。
山
根

さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

○
取
材
を
終
え
て

　
山
根
会
員
は
、
本
当
に
子
ど
も
が
お
好
き
な
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
人
柄
だ
と
思
い
ま
す
が
、
お

話
を
聞
い
て
い
て
も
穏
や
か
な
雰
囲
気
が
あ
っ
て
、
こ

れ
な
ら
子
ど
も
に
も
好
か
れ
る
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
気
を
付
け
て
自
転
車
の
整
理
業

務
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
お

元
気
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
江
部
　
英
夫



◇令和３年１月～令和３年３月　主な事故発生状況

就業上知り得た情報の
守秘義務

事 　 故 　 状 　 況事務所区分 年齢 性別№ 仕事の内容 事故原因

事故原因

1　傷害事故

2　賠償事故

事故発生日

事 　 故 　 状 　 況事務所区分 年齢 性別№ 仕事の内容事故発生日

　気温が上がる5月以降に注意したいのが食中毒です。

●冷蔵、冷凍の必要な食品は持ち帰ったらすぐに冷蔵庫などに保管しましょう。
但し、 冷蔵庫への食品などの詰めすぎは、庫内の温度が高くなってしまうので注意しましょう。
●食材に触る前、触った後は石鹸などで手をよく洗いましょう。
●加熱が必要な食材は十分に加熱調理してください。
●包丁、食器、まな板などを使った後は、すぐに洗剤を使い、良く洗いましょう。
洗った後、熱湯をかけると消毒効果があります。
　（水気をしっかり拭き取り、よく乾燥させ、カビや雑菌の繁殖を防いでください。）

食 中 毒 の 予 防 に つ い て

●就業中は、必ずマスクを着用しましょう。
●暑さなどでマスクを外すときは、周りの人と距離をとりましょう。
●移動中もマスクの着用を忘れないよう注意しましょう。
●食事中もマスクを着用するようにしましょう。
●マスクを着用していても過信せず、密接、密集は避けましょう。

新型コロナウイルス！ 最大の感染予防策はマスク
口
が
出
て
る
よ
？

マ
ス
ク
も
し
て
ね
！マスク着用を徹底しましょう。

　熱中症のピークは７月から８月です。高齢者の方は水分不足に対する感覚機能や、暑さに
対する身体の調整機能が低下している傾向にあり、注意が必要です。

●のどの渇きを感じなくても、こまめに水分、塩分、経口補水液などを補給しましょう。
●屋外では帽子をかぶり、直射日光は避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装は避け、
　通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用しましょう。
●夏の暑い時期のマスク着用は熱中症のリスクが高くなるので、大きな負担のかかる作業や運動は避けましょう。
●室内でも熱中症になる場合があります。気温や湿度の高い日は、適度に扇風機やエアコンを使いましょう。
●体調が優れない場合は無理をせず、作業中でも木陰などで休むようにしましょう。
●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

（３） （２）

配布作業中、住宅の玄関先の段差につまづいて転倒し、左顔面と左肘を地面に
打ち付け、負傷し出血したため医療機関を受診。適切な処置を受けた。
雪まじりのみぞれが降る中、自転車で就業先へ向かう途中、目にみぞれが入り、
視界が悪くなり、歩道と車道の区別をするポール（高さ約1m）に当たり転倒。
左肘を骨折してしまった。

植木剪定作業中にバランスを崩し体勢を立て直そうとしたところ、隣家の鉄
製フェンスに足が掛かってしまい、そのフェンスを破損してしまった。
植木剪定作業中、木の枝を切り落としていたところ、切り落とした枝（長さ
1m、太さ5cm）が窓硝子を直撃、その際、硝子が割れ亀裂が生じてしまった。
発注者宅の和室の清掃をしている際に、室内に置いてあるこたつの天板を持ち
上げ、壁際に立てかけようとした時、天板を押し入れの襖にぶつけてしまった。
その結果、畳から60㎝の高さ辺りに、7㎝四方の大きさの穴を空けてしまった。

中部

中部

北部

中部

南部

就業中

途上

就業中

就業中

就業中

男

男

男

男

女

72

77

73

81

75

1

2

1

2

3

軽作業

施設管理

仕事の内容

植木剪定

植木剪定

家事援助
サービス

注意不足

注意不足

安全確認
不足
予知・
配慮不足

不注意

1月4日

1月28日

1月15日

1月21日

3月31日

○
安
全
就
業
標
語
募
集
に
つ
い
て

　
安
全
就
業
の
推
進
、
事
故
防
止
の
啓
発
を
目
的

に
、
安
全
就
業
に
係
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
就
業

中
及
び
就
業
途
上
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
安
全

就
業
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

○
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
募
集
に
つ
い
て

　「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」
と
は
、
慣
れ
や
思
い
込
み
、

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
等
が
原
因
で
、
結
果
と
し
て
重

大
な
災
害
や
事
故
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
直

結
し
て
も
お
か
し
く
な
い
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
経
験
や
、

ハ
ッ
と
し
た
経
験
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
労
働
災
害
の
発
生
比
率
に
関
す
る
統
計
で
は
、
１

件
の
重
大
事
故
の
陰
に
は
29
件
の
軽
傷
事
故
と
３
０

０
件
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
が
あ
る
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
す
。

　
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
を
収
集
し
て
、
注
意
喚
起
や

設
備
改
善
な
ど
を
講
じ
る
こ
と
で
、
労
働
災
害
の
未

然
防
止
・
再
発
防
止
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
が
体
験
し
た
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験

事
例
」
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
各
事
務
所
及
び
会
報
に
同
封
の
応
募
用
紙
に
、
会

員
番
号
・
氏
名
等
を
ご
記
入
の
上
、
各
事
務
所
へ
ご

持
参
い
た
だ
く
か
、
次
の
宛
先
へ
郵
送
、
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
宛
　  

先
】

　
〒
２
１
０
―
０
０
２
６
　
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
経
営
課

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
４
―
２
２
１
―
８
５
１
６

令
和
３
年
度 『
安
全
就
業
標
語
』及
び

『
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
』を

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

募
集
し
ま
す

【
締
切
り
】　
令
和
３
年
５
月
31
日（
月
） 

必
着

　選
考
の
結
果
、
受
賞
者
（
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

佳
作
）に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
配
分
金
振
込
に
つ
い
て
は
、
川
崎
信

用
金
庫
と
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
２
行
の
取
り
扱
い
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
振
込
手
数
料
が
無
料
で
し
た
が
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
は
、
令
和
４
年
４
月
振
込
分
か
ら
有
料

（
１
回
の
振
込
に
つ
き
66
円
）
と
な
り
ま
す
。
　

　
こ
れ
に
伴
い
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
引
き
続
き
利
用

さ
れ
る
方
は
、
配
分
金
か
ら
こ
の
振
込
手
数
料
を
差

し
引
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
担
当
事
務
所
ま
で

○
南
部
事
務
所

　
☎
０
４
４
―
２
２
２
―
１
５
５
０

○
中
部
事
務
所

　
☎
０
４
４
―
８
２
２
―
５
０
３
１

○
北
部
事
務
所

　
☎
０
４
４
―
９
８
０
―
０
１
３
１

配
分
金
振
込
口
座
に

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
利
用
さ
れ
て
い
る

会
員
の
方
へ

配分金支払日

4月分

5月分

6月分

5月25日 ㈫

6月25日 ㈮

7月26日 ㈪

4月分から6月分の配分金支払日は
次のとおりです。 　川崎市個人情報保護条例では、個人情

報を取り扱う受託業務等に従事している
者若しくは従事していた者は、その業務
に関して知り得た個人情報をみだりに他
人に知らせ、又は不当な目的に利用して
はならないとされています。これに違反
した場合は、懲役また罰金等の罰則が適
用されます。
　センターでは企業・公共団体・家庭等
から様々な業務を受託しており、会員の
皆様は「受託業務等に従事している者若
しくは従事していた者」に該当しますの
で、就業上知り得た個人情報については、
他人に漏らさないよう十分ご注意くださ
い。

※配分金は、月末で締め、翌月25日 
（金融機関が休みの場合は翌営業日）
に指定された口座に、お支払います。

人 事 異 動
【退　任】（３月31日）
○南部事務所副所長 前田　忠夫
○南部事務所 中山　和子
○南部事務所 長沼　和栄
○北部事務所 榎本　　実
【新　任】（４月１日）
○南部事務所長 田村　　豊
○南部事務所副所長 眞鍋　伸一
○中部事務所副所長 森田　雅之
○南部事務所 大野　明子
【異　動】（４月１日）
○免　南部事務所長兼務 村田　光彦
（前：経営課長兼南部事務所長）
○経営課担当課長 吉川　和光
（前：中部事務所長）
○中部事務所長 荒金　　剛
（前：中部事務所副所長）
○北部事務所長 小島　　浩
（前：経営課担当課長）



◇令和３年１月～令和３年３月　主な事故発生状況

就業上知り得た情報の
守秘義務

事 　 故 　 状 　 況事務所区分 年齢 性別№ 仕事の内容 事故原因

事故原因

1　傷害事故

2　賠償事故

事故発生日

事 　 故 　 状 　 況事務所区分 年齢 性別№ 仕事の内容事故発生日

　気温が上がる5月以降に注意したいのが食中毒です。

●冷蔵、冷凍の必要な食品は持ち帰ったらすぐに冷蔵庫などに保管しましょう。
但し、 冷蔵庫への食品などの詰めすぎは、庫内の温度が高くなってしまうので注意しましょう。

●食材に触る前、触った後は石鹸などで手をよく洗いましょう。
●加熱が必要な食材は十分に加熱調理してください。
●包丁、食器、まな板などを使った後は、すぐに洗剤を使い、良く洗いましょう。
洗った後、熱湯をかけると消毒効果があります。

　（水気をしっかり拭き取り、よく乾燥させ、カビや雑菌の繁殖を防いでください。）

食 中 毒 の 予 防 に つ い て

●就業中は、必ずマスクを着用しましょう。
●暑さなどでマスクを外すときは、周りの人と距離をとりましょう。
●移動中もマスクの着用を忘れないよう注意しましょう。
●食事中もマスクを着用するようにしましょう。
●マスクを着用していても過信せず、密接、密集は避けましょう。

新型コロナウイルス！ 最大の感染予防策はマスク
口
が
出
て
る
よ
？

マ
ス
ク
も
し
て
ね
！マスク着用を徹底しましょう。

　熱中症のピークは７月から８月です。高齢者の方は水分不足に対する感覚機能や、暑さに
対する身体の調整機能が低下している傾向にあり、注意が必要です。

●のどの渇きを感じなくても、こまめに水分、塩分、経口補水液などを補給しましょう。
●屋外では帽子をかぶり、直射日光は避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装は避け、
　通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用しましょう。
●夏の暑い時期のマスク着用は熱中症のリスクが高くなるので、大きな負担のかかる作業や運動は避けましょう。
●室内でも熱中症になる場合があります。気温や湿度の高い日は、適度に扇風機やエアコンを使いましょう。
●体調が優れない場合は無理をせず、作業中でも木陰などで休むようにしましょう。
●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

（３） （２）

配布作業中、住宅の玄関先の段差につまづいて転倒し、左顔面と左肘を地面に
打ち付け、負傷し出血したため医療機関を受診。適切な処置を受けた。
雪まじりのみぞれが降る中、自転車で就業先へ向かう途中、目にみぞれが入り、
視界が悪くなり、歩道と車道の区別をするポール（高さ約1m）に当たり転倒。
左肘を骨折してしまった。

植木剪定作業中にバランスを崩し体勢を立て直そうとしたところ、隣家の鉄
製フェンスに足が掛かってしまい、そのフェンスを破損してしまった。
植木剪定作業中、木の枝を切り落としていたところ、切り落とした枝（長さ
1m、太さ5cm）が窓硝子を直撃、その際、硝子が割れ亀裂が生じてしまった。
発注者宅の和室の清掃をしている際に、室内に置いてあるこたつの天板を持ち
上げ、壁際に立てかけようとした時、天板を押し入れの襖にぶつけてしまった。
その結果、畳から60㎝の高さ辺りに、7㎝四方の大きさの穴を空けてしまった。
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安
全
就
業
標
語
募
集
に
つ
い
て

　
安
全
就
業
の
推
進
、
事
故
防
止
の
啓
発
を
目
的

に
、
安
全
就
業
に
係
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
就
業

中
及
び
就
業
途
上
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
安
全

就
業
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

○
ヒ
ヤ
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ッ
ト
体
験
事
例
募
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　「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」
と
は
、
慣
れ
や
思
い
込
み
、

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
等
が
原
因
で
、
結
果
と
し
て
重

大
な
災
害
や
事
故
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
直

結
し
て
も
お
か
し
く
な
い
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
経
験
や
、

ハ
ッ
と
し
た
経
験
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
労
働
災
害
の
発
生
比
率
に
関
す
る
統
計
で
は
、
１

件
の
重
大
事
故
の
陰
に
は
29
件
の
軽
傷
事
故
と
３
０

０
件
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
が
あ
る
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
す
。

　
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
を
収
集
し
て
、
注
意
喚
起
や

設
備
改
善
な
ど
を
講
じ
る
こ
と
で
、
労
働
災
害
の
未

然
防
止
・
再
発
防
止
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
が
体
験
し
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「
ヒ
ヤ
リ
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ッ
ト
体
験

事
例
」
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
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各
事
務
所
及
び
会
報
に
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封
の
応
募
用
紙
に
、
会

員
番
号
・
氏
名
等
を
ご
記
入
の
上
、
各
事
務
所
へ
ご

持
参
い
た
だ
く
か
、
次
の
宛
先
へ
郵
送
、
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
ご
応
募
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だ
さ
い
。
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験
事
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募
集
し
ま
す

【
締
切
り
】　
令
和
３
年
５
月
31
日（
月
） 

必
着

　選
考
の
結
果
、
受
賞
者
（
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

佳
作
）に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
配
分
金
振
込
に
つ
い
て
は
、
川
崎
信

用
金
庫
と
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
２
行
の
取
り
扱
い
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
振
込
手
数
料
が
無
料
で
し
た
が
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
は
、
令
和
４
年
４
月
振
込
分
か
ら
有
料

（
１
回
の
振
込
に
つ
き
66
円
）
と
な
り
ま
す
。
　

　
こ
れ
に
伴
い
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
引
き
続
き
利
用

さ
れ
る
方
は
、
配
分
金
か
ら
こ
の
振
込
手
数
料
を
差

し
引
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
担
当
事
務
所
ま
で

○
南
部
事
務
所

　
☎
０
４
４
―
２
２
２
―
１
５
５
０

○
中
部
事
務
所

　
☎
０
４
４
―
８
２
２
―
５
０
３
１

○
北
部
事
務
所

　
☎
０
４
４
―
９
８
０
―
０
１
３
１

配
分
金
振
込
口
座
に

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
利
用
さ
れ
て
い
る

会
員
の
方
へ

配分金支払日

4月分

5月分

6月分

5月25日 ㈫

6月25日 ㈮

7月26日 ㈪

4月分から6月分の配分金支払日は
次のとおりです。 　川崎市個人情報保護条例では、個人情

報を取り扱う受託業務等に従事している
者若しくは従事していた者は、その業務
に関して知り得た個人情報をみだりに他
人に知らせ、又は不当な目的に利用して
はならないとされています。これに違反
した場合は、懲役また罰金等の罰則が適
用されます。
　センターでは企業・公共団体・家庭等
から様々な業務を受託しており、会員の
皆様は「受託業務等に従事している者若
しくは従事していた者」に該当しますの
で、就業上知り得た個人情報については、
他人に漏らさないよう十分ご注意くださ
い。

※配分金は、月末で締め、翌月25日 
（金融機関が休みの場合は翌営業日）
に指定された口座に、お支払います。

人 事 異 動
【退　任】（３月31日）
○南部事務所副所長 前田　忠夫
○南部事務所 中山　和子
○南部事務所 長沼　和栄
○北部事務所 榎本　　実
【新　任】（４月１日）
○南部事務所長 田村　　豊
○南部事務所副所長 眞鍋　伸一
○中部事務所副所長 森田　雅之
○南部事務所 大野　明子
【異　動】（４月１日）
○免　南部事務所長兼務 村田　光彦
（前：経営課長兼南部事務所長）
○経営課担当課長 吉川　和光
（前：中部事務所長）
○中部事務所長 荒金　　剛
（前：中部事務所副所長）
○北部事務所長 小島　　浩
（前：経営課担当課長）



交流会の様子（上：植木班、下：除草班）
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★
会
員
の
手
描
き
に
よ
る
絵
手
紙
の
紹
介

　
７
年
半
の
就
業
経
験
を
お
持
ち
の
梅
原
会
員
か
ら
絵

手
紙
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
で
就
業
で
き
た
思
い
を
し
た
た

め
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
私
は
、
73
才
の
時
に
97
才
の
母
を
送
り
、
し
ば

ら
く
は
家
で
何
も
で
き
ず
に
居
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
主
人
が
シ
ル
バ
ー
で
お
世
話
に
な
り

働
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
も
何
か
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
と
お
話
し
を
聞
き
に
行
き
、
主
人
と
同

じ
所
で
仲
間
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
働
か
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
就
業
日
が
主
人
と
同
じ
日
に
は
、
休
み
時
間
に

二
人
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
仕
事
の
話
を
す
る
な

ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
る
方
が
２
か
月
間
来
ら
れ
ず
一
人
で
頑

張
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
体
調
を
悪
く
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
お
仕
事
は
辞
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

私
に
と
っ
て
、
老
い
て
も
社
会
と
つ
な
が
っ
て
多

く
の
人
と
お
話
が
で
き
る
こ
と
は
楽
し
く
嬉
し
い

こ
と
で
し
た
。

ま
し
た
。

　
植
木
班
・
除
草
班
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
は
、
令
和
３

年
度
の
班
長
及
び
副
班
長
を
選
任
し
、
事
務
局
か
ら
次

年
度
の
グ
ル
ー
プ
編
成
等
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
説

明
を
行
っ
た
後
、
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
年
度
、
植
木
班
・
除
草
班
に
新
た
に
加

入
し
た
会
員
と
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
交
流
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
最
初
に
事
務
局
か
ら
新
入
会
員
の
紹
介

を
行
い
、
そ
の
後
、
各
リ
ー
ダ
ー
か
ら
植
木
・
除
草
作

業
の
心
得
や
、
作
業
の
流
れ
等
を
説
明
し
て
い
た
だ
く

と
、
最
初
は
緊
張
し
た
様
子
だ
っ
た
新
人
会
員
も
熱
心

に
話
を
聞
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
回
、
植
木

班
・
除
草
班
に
新
し
い
方
々
が
加
入
し
た
こ
と
に
よ

り
、
今
後
、
植
木
班
・
除
草
班
の
活
動
が
さ
ら
に
発
展

い
た
だ
く
よ
う
、
事
務
局
か
ら
お
願
い
を
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
、
友
人
達
に
『
第
三
の
青
春
で
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
。』
と
話
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
々
と
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
、
ま
た
、
主
人
と

共
通
の
知
り
合
い
が
で
き
る
楽
し
さ
は
、
大
き
な

大
き
な
宝
物
で
し
た
。

　
今
ま
で
長
年
に
渡
り
就
業
し
て
い
た
だ
き
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

◎
植
木
班
・
除
草
班
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

会
議
と
新
規
加
入
会
員
の
交
流
会
の
開
催

　
　
　
　
　
　     
令
和
３
年
２
月
17
日（
水
）

　
中
部
事
務
所
で
は
植
木
班
・
除
草
班
の
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
会
議
と
、
全
体
会
議
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た

が
、
全
体
会
議
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
回
は

リ
ー
ダ
ー
会
議
と
新
規
加
入
会
員
の
交
流
会
を
開
催
し

　◆
植
木
・
除
草
作
業
説
明
会

令
和
２
年
２
月
22
日（
月
）

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
植
木
・
除
草
作
業
希
望

者
向
け
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
は
座
学
形
式
で
行
い
、
担
当
職
員
が
作
業
の

流
れ
・
見
積
方
法
・
書
類
の
作
成
方
法
・
作
業
上
の
注

意
点
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
受
講
し
た
会
員
か
ら
は
、「
作
業
を
き
っ
か
け
に
、

仲
間
作
り
や
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
。」
等
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
植
木
剪
定
６
名
・
除
草
４
名
が
作

業
に
従
事
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

説明会の様子（上：植木班、下：除草班）
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★
会
員
の
手
描
き
に
よ
る
絵
手
紙
の
紹
介

　
７
年
半
の
就
業
経
験
を
お
持
ち
の
梅
原
会
員
か
ら
絵

手
紙
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
で
就
業
で
き
た
思
い
を
し
た
た

め
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
私
は
、
73
才
の
時
に
97
才
の
母
を
送
り
、
し
ば

ら
く
は
家
で
何
も
で
き
ず
に
居
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
主
人
が
シ
ル
バ
ー
で
お
世
話
に
な
り

働
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
も
何
か
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
と
お
話
し
を
聞
き
に
行
き
、
主
人
と
同

じ
所
で
仲
間
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
働
か
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
就
業
日
が
主
人
と
同
じ
日
に
は
、
休
み
時
間
に

二
人
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
仕
事
の
話
を
す
る
な

ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
る
方
が
２
か
月
間
来
ら
れ
ず
一
人
で
頑

張
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
体
調
を
悪
く
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
お
仕
事
は
辞
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

私
に
と
っ
て
、
老
い
て
も
社
会
と
つ
な
が
っ
て
多

く
の
人
と
お
話
が
で
き
る
こ
と
は
楽
し
く
嬉
し
い

こ
と
で
し
た
。

ま
し
た
。

　
植
木
班
・
除
草
班
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
は
、
令
和
３

年
度
の
班
長
及
び
副
班
長
を
選
任
し
、
事
務
局
か
ら
次

年
度
の
グ
ル
ー
プ
編
成
等
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
説

明
を
行
っ
た
後
、
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
年
度
、
植
木
班
・
除
草
班
に
新
た
に
加

入
し
た
会
員
と
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
交
流
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
最
初
に
事
務
局
か
ら
新
入
会
員
の
紹
介

を
行
い
、
そ
の
後
、
各
リ
ー
ダ
ー
か
ら
植
木
・
除
草
作

業
の
心
得
や
、
作
業
の
流
れ
等
を
説
明
し
て
い
た
だ
く

と
、
最
初
は
緊
張
し
た
様
子
だ
っ
た
新
人
会
員
も
熱
心

に
話
を
聞
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
回
、
植
木

班
・
除
草
班
に
新
し
い
方
々
が
加
入
し
た
こ
と
に
よ

り
、
今
後
、
植
木
班
・
除
草
班
の
活
動
が
さ
ら
に
発
展

い
た
だ
く
よ
う
、
事
務
局
か
ら
お
願
い
を
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
、
友
人
達
に
『
第
三
の
青
春
で
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
。』
と
話
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
々
と
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
、
ま
た
、
主
人
と

共
通
の
知
り
合
い
が
で
き
る
楽
し
さ
は
、
大
き
な

大
き
な
宝
物
で
し
た
。

　
今
ま
で
長
年
に
渡
り
就
業
し
て
い
た
だ
き
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

◎
植
木
班
・
除
草
班
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

会
議
と
新
規
加
入
会
員
の
交
流
会
の
開
催

　
　
　
　
　
　     
令
和
３
年
２
月
17
日（
水
）

　
中
部
事
務
所
で
は
植
木
班
・
除
草
班
の
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
会
議
と
、
全
体
会
議
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た

が
、
全
体
会
議
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
回
は

リ
ー
ダ
ー
会
議
と
新
規
加
入
会
員
の
交
流
会
を
開
催
し

　◆
植
木
・
除
草
作
業
説
明
会

令
和
２
年
２
月
22
日（
月
）

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
植
木
・
除
草
作
業
希
望

者
向
け
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
は
座
学
形
式
で
行
い
、
担
当
職
員
が
作
業
の

流
れ
・
見
積
方
法
・
書
類
の
作
成
方
法
・
作
業
上
の
注

意
点
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
受
講
し
た
会
員
か
ら
は
、「
作
業
を
き
っ
か
け
に
、

仲
間
作
り
や
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
。」
等
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
植
木
剪
定
６
名
・
除
草
４
名
が
作

業
に
従
事
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　　
今
回
は
４
月
１
日
に
、
川
崎
区
・
幸
区
・
中
原
区

を
担
当
す
る
南
部
事
務
所
の
新
所
長
に
就
任
さ
れ
た

田
村
所
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

― 

こ
れ
ま
で
シ
ル
バ
ー
人
材
事
業
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
印
象
を
も
た
れ
て
い
ま
し
た
か
。

　
川
崎
市
内
に
は
素
晴
ら
し
い
シ
ニ
ア
人
材
が
沢

山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
人
材
が

地
域
の
た
め
に
活
躍
で
き
る
「
場
」
が
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
い
う
印
象
を
も
っ
て
い

ま
し
た
。

― 

高
齢
者
人
口
が
急
速
に
増
加
す
る
中
、
何
が
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
課
題
と
考
え
ま
す
か
。

　「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」
が
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
、
定
年
が
70
歳
ま
で
（
努
力
義
務
）
に

な
る
な
ど
高
齢
者
の
雇
用
形
態
が
変
化
す
る
中

で
、
２
，５
０
０
名
を
超
え
る
南
部
事
務
所
の
会

員
様
や
発
注
者
様
か
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
く
こ
と
で
す
。

― 

所
長
の
モ
ッ
ト
ー
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
誠
実
」
と
「
物
事
に
対

し
て
、
改
め
る
に
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
」
で
す
。

― 

休
日
は
、
何
を
し
て
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
家
庭
菜
園
を
始
め
ま
し
た
。
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ

リ
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
川
崎
市
と
東

京
都
の
観
光
ガ
イ
ド
の
資
格
を
と
り
、
両
都
市
の

歴
史
等
を
知
り
、
そ
の
魅
力
に
感
動
し
て
い
ま

す
。

― 

こ
れ
ま
で
の
人
生
で
、
最
大
の
失
敗
事
は
何
で

す
か
。

　
何
が
最
大
の
失
敗
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
、
こ

れ
ま
で
沢
山
の
失
敗
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
失
敗
は
成
功
の
始
ま
り
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考

え
て
い
ま
す
。

― 

今
後
、
所
長
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
こ

と
は
何
で
す
か
。

　
先
ほ
ど
の
課
題
へ
の
対
応
も
あ
り
ま
す
が
、
併

せ
て
丁
寧
な
対
応
と
楽
し
い
職
場
づ
く
り
を
心
が

け
て
ま
い
り
ま
す
。

― 

セ
ン
タ
ー
の
会
員
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

　
健
康
に
は
十
分
注
意
さ
れ
、
就
業
で
困
っ
た
こ

と
等
が
あ
っ
た
ら
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

田
村
新
所
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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★
会
員
の
手
描
き
に
よ
る
絵
手
紙
の
紹
介

　
７
年
半
の
就
業
経
験
を
お
持
ち
の
梅
原
会
員
か
ら
絵

手
紙
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
で
就
業
で
き
た
思
い
を
し
た
た

め
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
私
は
、
73
才
の
時
に
97
才
の
母
を
送
り
、
し
ば

ら
く
は
家
で
何
も
で
き
ず
に
居
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
主
人
が
シ
ル
バ
ー
で
お
世
話
に
な
り

働
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
も
何
か
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
と
お
話
し
を
聞
き
に
行
き
、
主
人
と
同

じ
所
で
仲
間
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
働
か
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
就
業
日
が
主
人
と
同
じ
日
に
は
、
休
み
時
間
に

二
人
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
仕
事
の
話
を
す
る
な

ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
る
方
が
２
か
月
間
来
ら
れ
ず
一
人
で
頑

張
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
体
調
を
悪
く
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
お
仕
事
は
辞
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

私
に
と
っ
て
、
老
い
て
も
社
会
と
つ
な
が
っ
て
多

く
の
人
と
お
話
が
で
き
る
こ
と
は
楽
し
く
嬉
し
い

こ
と
で
し
た
。

ま
し
た
。

　
植
木
班
・
除
草
班
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
は
、
令
和
３

年
度
の
班
長
及
び
副
班
長
を
選
任
し
、
事
務
局
か
ら
次

年
度
の
グ
ル
ー
プ
編
成
等
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
説

明
を
行
っ
た
後
、
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
年
度
、
植
木
班
・
除
草
班
に
新
た
に
加

入
し
た
会
員
と
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
交
流
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
最
初
に
事
務
局
か
ら
新
入
会
員
の
紹
介

を
行
い
、
そ
の
後
、
各
リ
ー
ダ
ー
か
ら
植
木
・
除
草
作

業
の
心
得
や
、
作
業
の
流
れ
等
を
説
明
し
て
い
た
だ
く

と
、
最
初
は
緊
張
し
た
様
子
だ
っ
た
新
人
会
員
も
熱
心

に
話
を
聞
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
回
、
植
木

班
・
除
草
班
に
新
し
い
方
々
が
加
入
し
た
こ
と
に
よ

り
、
今
後
、
植
木
班
・
除
草
班
の
活
動
が
さ
ら
に
発
展

い
た
だ
く
よ
う
、
事
務
局
か
ら
お
願
い
を
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
、
友
人
達
に
『
第
三
の
青
春
で
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
。』
と
話
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
々
と
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
、
ま
た
、
主
人
と

共
通
の
知
り
合
い
が
で
き
る
楽
し
さ
は
、
大
き
な

大
き
な
宝
物
で
し
た
。

　
今
ま
で
長
年
に
渡
り
就
業
し
て
い
た
だ
き
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

◎
植
木
班
・
除
草
班
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

会
議
と
新
規
加
入
会
員
の
交
流
会
の
開
催

　
　
　
　
　
　     

令
和
３
年
２
月
17
日（
水
）

　
中
部
事
務
所
で
は
植
木
班
・
除
草
班
の
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
会
議
と
、
全
体
会
議
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た

が
、
全
体
会
議
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
回
は

リ
ー
ダ
ー
会
議
と
新
規
加
入
会
員
の
交
流
会
を
開
催
し

　◆
植
木
・
除
草
作
業
説
明
会

令
和
２
年
２
月
22
日（
月
）

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
植
木
・
除
草
作
業
希
望

者
向
け
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
は
座
学
形
式
で
行
い
、
担
当
職
員
が
作
業
の

流
れ
・
見
積
方
法
・
書
類
の
作
成
方
法
・
作
業
上
の
注

意
点
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
受
講
し
た
会
員
か
ら
は
、「
作
業
を
き
っ
か
け
に
、

仲
間
作
り
や
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
。」
等
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
植
木
剪
定
６
名
・
除
草
４
名
が
作

業
に
従
事
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

説明会の様子（上：植木班、下：除草班）

田村　豊
南部事務所長

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

（５）

★
会
員
の
手
描
き
に
よ
る
絵
手
紙
の
紹
介

　
７
年
半
の
就
業
経
験
を
お
持
ち
の
梅
原
会
員
か
ら
絵

手
紙
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
で
就
業
で
き
た
思
い
を
し
た
た

め
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
私
は
、
73
才
の
時
に
97
才
の
母
を
送
り
、
し
ば

ら
く
は
家
で
何
も
で
き
ず
に
居
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
主
人
が
シ
ル
バ
ー
で
お
世
話
に
な
り

働
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
も
何
か
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
と
お
話
し
を
聞
き
に
行
き
、
主
人
と
同

じ
所
で
仲
間
の
皆
さ
ん
と
一
緒
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働
か
せ
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い
た

だ
く
こ
と
に
な
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ま
し
た
。

　
就
業
日
が
主
人
と
同
じ
日
に
は
、
休
み
時
間
に

二
人
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
仕
事
の
話
を
す
る
な

ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
る
方
が
２
か
月
間
来
ら
れ
ず
一
人
で
頑

張
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
体
調
を
悪
く
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
お
仕
事
は
辞
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

私
に
と
っ
て
、
老
い
て
も
社
会
と
つ
な
が
っ
て
多

く
の
人
と
お
話
が
で
き
る
こ
と
は
楽
し
く
嬉
し
い

こ
と
で
し
た
。

ま
し
た
。

　
植
木
班
・
除
草
班
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
は
、
令
和
３

年
度
の
班
長
及
び
副
班
長
を
選
任
し
、
事
務
局
か
ら
次

年
度
の
グ
ル
ー
プ
編
成
等
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
説

明
を
行
っ
た
後
、
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
年
度
、
植
木
班
・
除
草
班
に
新
た
に
加

入
し
た
会
員
と
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
交
流
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
最
初
に
事
務
局
か
ら
新
入
会
員
の
紹
介

を
行
い
、
そ
の
後
、
各
リ
ー
ダ
ー
か
ら
植
木
・
除
草
作

業
の
心
得
や
、
作
業
の
流
れ
等
を
説
明
し
て
い
た
だ
く

と
、
最
初
は
緊
張
し
た
様
子
だ
っ
た
新
人
会
員
も
熱
心

に
話
を
聞
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
回
、
植
木

班
・
除
草
班
に
新
し
い
方
々
が
加
入
し
た
こ
と
に
よ

り
、
今
後
、
植
木
班
・
除
草
班
の
活
動
が
さ
ら
に
発
展

い
た
だ
く
よ
う
、
事
務
局
か
ら
お
願
い
を
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
、
友
人
達
に
『
第
三
の
青
春
で
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
。』
と
話
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
々
と
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
、
ま
た
、
主
人
と

共
通
の
知
り
合
い
が
で
き
る
楽
し
さ
は
、
大
き
な

大
き
な
宝
物
で
し
た
。

　
今
ま
で
長
年
に
渡
り
就
業
し
て
い
た
だ
き
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

◎
植
木
班
・
除
草
班
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

会
議
と
新
規
加
入
会
員
の
交
流
会
の
開
催

　
　
　
　
　
　     

令
和
３
年
２
月
17
日（
水
）

　
中
部
事
務
所
で
は
植
木
班
・
除
草
班
の
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
会
議
と
、
全
体
会
議
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た

が
、
全
体
会
議
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
回
は

リ
ー
ダ
ー
会
議
と
新
規
加
入
会
員
の
交
流
会
を
開
催
し

　◆
植
木
・
除
草
作
業
説
明
会

令
和
２
年
２
月
22
日（
月
）

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
植
木
・
除
草
作
業
希
望

者
向
け
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
は
座
学
形
式
で
行
い
、
担
当
職
員
が
作
業
の

流
れ
・
見
積
方
法
・
書
類
の
作
成
方
法
・
作
業
上
の
注

意
点
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
受
講
し
た
会
員
か
ら
は
、「
作
業
を
き
っ
か
け
に
、

仲
間
作
り
や
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
。」
等
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
植
木
剪
定
６
名
・
除
草
４
名
が
作

業
に
従
事
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　　
今
回
は
４
月
１
日
に
、
川
崎
区
・
幸
区
・
中
原
区

を
担
当
す
る
南
部
事
務
所
の
新
所
長
に
就
任
さ
れ
た

田
村
所
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

― 

こ
れ
ま
で
シ
ル
バ
ー
人
材
事
業
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
印
象
を
も
た
れ
て
い
ま
し
た
か
。

　
川
崎
市
内
に
は
素
晴
ら
し
い
シ
ニ
ア
人
材
が
沢

山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
人
材
が

地
域
の
た
め
に
活
躍
で
き
る
「
場
」
が
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
い
う
印
象
を
も
っ
て
い

ま
し
た
。

― 

高
齢
者
人
口
が
急
速
に
増
加
す
る
中
、
何
が
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
課
題
と
考
え
ま
す
か
。

　「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」
が
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
、
定
年
が
70
歳
ま
で
（
努
力
義
務
）
に

な
る
な
ど
高
齢
者
の
雇
用
形
態
が
変
化
す
る
中

で
、
２
，５
０
０
名
を
超
え
る
南
部
事
務
所
の
会

員
様
や
発
注
者
様
か
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
く
こ
と
で
す
。

― 

所
長
の
モ
ッ
ト
ー
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
誠
実
」
と
「
物
事
に
対

し
て
、
改
め
る
に
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
」
で
す
。

― 

休
日
は
、
何
を
し
て
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
家
庭
菜
園
を
始
め
ま
し
た
。
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ

リ
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
川
崎
市
と
東

京
都
の
観
光
ガ
イ
ド
の
資
格
を
と
り
、
両
都
市
の

歴
史
等
を
知
り
、
そ
の
魅
力
に
感
動
し
て
い
ま

す
。

― 

こ
れ
ま
で
の
人
生
で
、
最
大
の
失
敗
事
は
何
で

す
か
。

　
何
が
最
大
の
失
敗
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
、
こ

れ
ま
で
沢
山
の
失
敗
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
失
敗
は
成
功
の
始
ま
り
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考

え
て
い
ま
す
。

― 

今
後
、
所
長
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
こ

と
は
何
で
す
か
。

　
先
ほ
ど
の
課
題
へ
の
対
応
も
あ
り
ま
す
が
、
併

せ
て
丁
寧
な
対
応
と
楽
し
い
職
場
づ
く
り
を
心
が

け
て
ま
い
り
ま
す
。

― 

セ
ン
タ
ー
の
会
員
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

　
健
康
に
は
十
分
注
意
さ
れ
、
就
業
で
困
っ
た
こ

と
等
が
あ
っ
た
ら
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

田
村
新
所
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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令和３年度　収支予算書

令
和
２
年
度 

第
３
回  

定  

時  

理  

事  

会

令
和
２
年
度 

第
３
回  

定  

時  

理  

事  

会

（１）

理事会の様子

予算額

931,000,000

232,602,000

9,000,000

1,000

500,000

60,000

72,000

100,050,000

1,000

5,000

1,273,291,000

40,000,000

40,000,000

1,313,291,000

前年度予算額

928,000,000

229,517,000

9,000,000

1,000

1,000,000

60,000

72,000

99,361,000

1,000

5,000

1,267,017,000

40,000,000

40,000,000

1,307,017,000

増　減

3,000,000

3,085,000

0

0

▲ 500,000

0

0

689,000

0

0

6,274,000

0

0

6,274,000

収入の部

科　　目

受 託 事 業 収 益

葬祭場管理運営費事業収益

労働者派遣事業等受託収益

無料職業紹介事業受託収益

受取会員登録手数料

基 本 財 産 運 用 益

特 定 資 産 運 用 益

受 取 補 助 金 等

受 取 寄 付 金

雑 収 益

経 常 収 益 計

借 入 金 収 入

財 務 活 動 収 入 計

収 入 の 部 合 計

予算額

1,239,582,000

38,709,000

1,278,291,000

40,000,000

40,000,000

1,318,291,000

▲ 5,000,000

5,000,000

0

0

0

前年度予算額

1,230,552,000

41,465,000

1,272,017,000

40,000,000

40,000,000

1,312,017,000

▲ 5,000,000

5,000,000

0

0

0

（単位：円）

増　減

9,030,000

▲ 2,756,000

6,274,000

0

0

6,274,000

0

0

0

0

0

支出の部

科　　目

事 業 費

管 理 費

経 常 費 用 計

借 入 金 返 済 支 出

財 務 活 動 支 出 計

支 出 の 部 合 計

収 支 差 額

シルバー事業運営資金取崩収入

当 期 収 支 差 額

前 期 繰 越 収 支 差 額

次 期 収 支 差 額

Ｒ
で
き
る
よ
う
な
普
及
啓
発
活
動
が
で
き
な
い
中
、

川
崎
市
広
報
掲
示
板
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス
へ
の
掲
載
や
、
市
と
連
携
し
て
、
セ
ン
タ

ー
を
題
材
に
し
た
漫
画
を
地
域
包
括
ケ
ア
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
へ
掲
載
す
る
な
ど
、
実
行
可
能
な
取
り
組
み

を
検
討
し
、
実
施
し
ま
し
た
。

　
現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
収
束
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
普
及
啓
発
活
動
な
ど
今
ま
で
と
は
異

な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る

こ
と
を
実
感
し
て
お
り
、
新
た
な
普
及
啓
発
の
方
法

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
３
年
度
は
「
第
３
期
基
本
計
画
」
の
２
年
目

を
迎
え
る
年
と
な
り
ま
す
の
で
、
着
実
な
計
画
の
遂

行
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
を
と
り
ま
く
社
会
情
勢
や

経
済
状
況
等
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
状
況
に
合
わ

せ
て
、
柔
軟
に
対
応
し
た
事
業
展
開
を
図
る
な
ど
適

切
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
及
び
「
か
わ
さ

き
北
部
斎
苑
」
の
葬
祭
場
管
理
運
営
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
５

年
間
、
第
４
期
指
定
管
理
者
に
指
定
さ
れ
管
理
運
営

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
も
葬
祭
場
利
用
者
に
対
し
て
、
職
員

一
同
が
親
切
・
丁
寧
な
応
接
を
実
践
し
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
３
年
度
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
方
針

に
よ
り
、
会
員
と
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的

に
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
方
針

　
公
益
目
的
事
業
―
一

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
）

　
１
　
会
員
の
増
強
と
育
成

　
２
　
就
業
機
会
の
拡
大
・
受
注
開
拓

　
３
　
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底

　
４
　
事
業
推
進
体
制
の
強
化

　
５
　
第
３
期
基
本
計
画
の
推
進
及
び
事
業
計
画
目

標
値
の
的
確
な
進
行
管
理

　
３
月
25
日（
木
）に
第
３
回
定
時
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
３
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①「
令
和
２
年
度 

補
正
予
算
に
つ
い
て
」

②「
令
和
３
年
度 

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の

承
認
に
つ
い
て
」

③「
令
和
３
年
度 

川
崎
信
用
金
庫
短
期
借
入
金

契
約
に
つ
い
て
」

　
令
和
３
年
度 

事
業
計
画

　
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

猛
威
を
振
る
い
、
国
内
外
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
就
業
状
況
に
つ
い
て
は
、
緊
急
事
態
宣
言

の
発
出
に
よ
り
、
外
出
自
粛
と
な
っ
た
こ
と
で
、
一

定
の
期
間
、
作
業
を
中
止
し
た
就
業
も
あ
り
、
実
績

が
減
少
す
る
中
、
簡
易
的
な
消
毒
を
含
む
清
掃
作
業

等
の
新
規
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
者
派

遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
の
ス
ー
パ
ー
に
お
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
常
に
お
客
様
と
対
面
し
、
接

客
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
感
染
の
不
安
を

感
じ
、
辞
め
る
方
が
出
た
こ
と
等
に
よ
り
、
人
手
不

足
と
な
っ
た
こ
と
や
外
出
自
粛
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
ス

ー
パ
ー
の
需
要

が
増
え
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
就

業
依
頼
が
一
時
、

増
加
し
ま
し
た
。

　
普
及
啓
発
活

動
に
つ
い
て
は
、

例
年
、
行
っ
て

い
た
区
民
祭
や

街
頭
Ｐ
Ｒ
、
地

域
班
の
配
布
活

動
な
ど
を
中
止

し
た
た
め
、
多

く
の
市
民
の
方

に
直
接
的
に
Ｐ

　
公
益
目
的
事
業
―
二
（
葬
祭
場
運
営
事
業
）

　
１
　
公
衆
衛
生
の
向
上
と
公
共
葬
祭
場
と
し
て
の

公
平
性
の
確
保

　
２
　
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
３
　
適
正
な
業
務
の
遂
行
と
効
率
的
な
事
業
運
営

　
４
　
か
わ
さ
き
北
部
斎
苑
及
び
か
わ
さ
き
南
部
斎

苑
の
改
修
工
事
中
に
お
け
る
安
全
管
理
運

営

就業中の山根会員

竹尾先生と山根会員

学
習
塾
の
生
徒
さ
ん
の

自
転
車
整
理
業
務
で
活
躍
す
る

会
員
さ
ん
の
紹
介

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　
東
急
田
園
都
市
線
の
高
津
駅
か
ら
10
分
ほ
ど
歩
い
た

所
に
今
回
取
材
を
し
た
「
公
文
式
溝
ノ
口
北
口
教
室
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
教
室
を
利
用
す
る
生
徒
さ
ん
た
ち

の
自
転
車
を
整
理
す
る
業
務
に
、
従
事
さ
れ
て
い
る
山

根
会
員
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
山
根
会
員
の
お
話

　
昨
年
の
６
月
か
ら
、
週
２
日
（
火
曜
日
・
金
曜
日
）

の
午
後
４
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
こ
の
お
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
日
に
大
体
延
べ
60
台
か
ら
70
台
の
自

転
車
の
整
理
を
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク
時
に
は
送
迎
の

親
御
さ
ん
の
自
転
車
な
ど
を
含
め
る
と
20
台
位
に
な
り

ま
す
。
こ
の
場
所
は
、
駐
輪
場
が
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い

こ
と
と
、
教
室
前
の
道
路
は
車
１
台
が
よ
う
や
く
通
れ

る
ほ
ど
の
狭
さ
な
の
で
、
生
徒
さ
ん
の
自
転
車
が
道
路

に
は
み
出
し
て
、
通
行
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を

使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
な
る
べ
く
自
転
車
が
出
し
や

す
い
よ
う
に
自
転
車
を
３
列
に
並
べ
て
置
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
生
徒
さ
ん
と
は
、「
こ
ん
に
ち
は
、
さ
よ
う
な
ら
、

気
を
付
け
て
帰
り
な
さ
い
」
な
ど
と
簡
単
な
挨
拶
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
家
族
や
知
り
合
い
以
外
で
こ

の
よ
う
に
多
く
の
生
徒
さ
ん
と
挨
拶
が
で
き
る
こ
と
に
、

幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
子
ど
も
か
ら

元
気
を
も
ら
え
る
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
、
体
調
が
す

ぐ
れ
ず
辛
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
さ
ん
と
の
触
れ

合
い
を
励
み
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

〇
山
根
会
員
の
経
歴
や
趣
味

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
11
年
前
に
登
録
し

ま
し
た
。
今
ま
で
に
溝
の
口
の
マ
ル
イ
で
早
朝
の
荷
受

業
務
、
溝
の
口
駅
の
駐
輪
場
の
自
転
車
の
整
理
・
管

理
業
務
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。
趣
味
は
、
ゴ
ル
フ
で
す

が
最
近
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

他
、
健
康
の
た
め
１
日
六
千
歩
歩
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
セ
ン
タ
ー
の
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す

が
、
や
は
り

仕
事
が
あ
る

と
い
う
こ
と

は
生
活
に
張

り
が
あ
り
、

仕
事
で
す
か

ら
責
任
を
持

ち
、
穴
を
あ

け
な
い
よ
う
、

健
康
管
理
に

気
を
使
っ
て

い
ま
す
と
の

こ
と
。

○
北
口
教
室
の
竹
尾
先
生
の
お
話

　
山
根
さ
ん
に
は
教
室
の
前
の
駐
輪
場
の
整
理
を
し
て

も
ら
っ
て
い

ま
す
。
前
の

道
路
は
狭
く

て
、
自
転
車

が
道
路
に
は

み
出
す
と
通

行
の
邪
魔
に

な
り
、
近
隣

か
ら
苦
情
が

来
る
と
そ
の

対
応
を
し
な

け
れ
ば
な
ら

ず
、
苦
慮
し

て
い
ま
し
た
。

山
根
さ
ん
は

そ
の
点
を
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
苦
情
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
を
開
始
さ
れ
た
時
と

お
帰
り
に
な
る
時
に
は
必
ず
ご
挨
拶
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
の
で
、
大
変
礼
儀
正
し
い
方
と
思
い
ま
し
た
。
山
根

さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

○
取
材
を
終
え
て

　
山
根
会
員
は
、
本
当
に
子
ど
も
が
お
好
き
な
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
人
柄
だ
と
思
い
ま
す
が
、
お

話
を
聞
い
て
い
て
も
穏
や
か
な
雰
囲
気
が
あ
っ
て
、
こ

れ
な
ら
子
ど
も
に
も
好
か
れ
る
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
気
を
付
け
て
自
転
車
の
整
理
業

務
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
お

元
気
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
江
部
　
英
夫


